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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。

ま
た
、被
災
に
よ
り
、多
く
の
困
難
の

渦
中
に
お
ら
れ
る
皆
様
に
、衷
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、被
災
者
救
助
や
災
害
対
策

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
方
々
、

そ
の
家
族
の
方
々
に
、心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

連
日
の
報
道
で
伝
え
ら
れ
ま
す
被
災
地

の
壊
滅
的
な
光
景
や
困
苦
を
極
め
る
避

難
所
の
状
況
に
、胸
を
痛
め
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

既
に
、市
で
は
災
害
発
生
後
、素
早
く

消
防
・
水
道
を
は
じ
め
と
し
た
部
署
か

ら
の
派
遣
支
援
を
行
っ
て
お
り
、今
後
の

支
援
も
拡
充
し
て
参
り
ま
す
。

私
は
、こ
の
不
幸
な
出
来
事
を「
わ
が

事
」と
し
て
、い
た
わ
り
合
い
、心
温
か

く
、周
南
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、被
災

地
や
被
災
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
皆
様
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ど
う
ぞ
、心
あ
る
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、私
の
呼
び
か
け
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、市
が
推
進
い
た
し
ま

す
義
援
活
動
に
、積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

周
南
市
長
か
ら
市
民
の
皆
様
へ

「いたわり合
あ

い、相
あ い

携
たずさ

えて」

写真：読売新聞西部本社提供
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皆様からの義援金を受け付けます

本庁舎
福祉政策課

☎0834-22-8465

周南市
社会福祉協議会
☎0834-22-2115

15支所総合支所
新南陽総合支所
健康福祉課

☎0834-61-4113

熊毛総合支所
健康福祉課

☎0833-92-0012

鹿野総合支所
市民福祉課

☎0834-68-2332

徳山支部
☎0834-22-8700
新南陽支部

☎0834-62-4981
熊毛支部

☎0833-92-0027
鹿野支部

☎0834-68-2998

櫛浜支所・鼓南支所
久米支所・菊川支所
夜市支所・戸田支所
湯野支所・大津島支所
向道支所・長穂支所
須々万支所・中須支所
須金支所・和田支所
八代支所

 連絡先は、別紙のテレフォン
ガイドで確認してください。

写真：読売新聞西部本社提供

周南市からの
支援隊出発式

被災者の皆様へ

市では、被害を受けられた地域の方々に対する義援金を、下記の窓口で、受け付けます。
周南市民のあたたかい心を届けましょう。

義援金
受付窓口
8時30分～17時15分

市内で集まった義援金

日本赤十字社・中央共同募金会

※受付期間は、平成２３年９月３０日（金）までです。

※ 振込用紙の通信欄に「東北関東大震災義援金」と明記してください。　※郵便局窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除されます。
※ 本義援金については、振込用紙の半券をもって税制上の優遇措置の適用対象となります。

義援金を直接に振り込まれる方（郵便局の振込用紙）

受付口座　郵便局・ゆうちょ銀行
口座番号　００１４０－８－５０７
加入者名　日本赤十字社　東北関東大震災義援金

日本赤十字社へ振り込み
受付口座　郵便局・ゆうちょ銀行
口座番号　００１70－6－518
加入者名　中央共同募金会　東北関東大震災義援金

中央共同募金会へ振り込み

問合せ　福祉政策課福祉政策担当 ☎0834-22-8465

市民の皆様のあたたかいご支援をお願いします

消防署職員14人派遣

水道局職員4人派遣
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は
じ
め
に

本
日
こ
こ
に
、平
成
23
年
度
予
算
案
を

は
じ
め
、諸
議
案
の
審
議
を
お
願
い
す
る

市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、市
政

運
営
に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
ご
説
明

申
し
上
げ
、市
議
会
な
ら
び
に
市
民
の
皆

様
方
の
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

吉
田
松
陰
先
生
は「
夢
な
き
者
に
理
想

な
し
、理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、計
画

な
き
者
に
実
行
な
し
、実
行
な
き
者
に
成

功
な
し
、故
に
、夢
な
き
者
に
成
功
な
し
」

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
夢
の
扉
」は「
よ
し
、や
っ
て
み
よ
う
」

と
思
え
る
こ
と
に
、勇
気
を
持
っ
て
挑
戦

す
れ
ば
、お
の
ず
と
開
か
れ
る
も
の
と
信

じ
ま
す
。

そ
れ
が「
大
志
」で
あ
り
、私
は「
周
南

再
生
」、「
強
い
周
南
」の
実
現
を
描
き
ま

し
た
。

「
す
べ
て
は
市
民
の
た
め
に
」、「
ま
ち

を
変
え
る
」と
い
う
、一
点
で
進
ん
で
い

ま
す
。

職
員
な
ら
び
に
市
議
会
、市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
理
解
、ご
協
力
に
よ
り
、夢
は
一

歩
一
歩
、着
実
に
具
現
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
、心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
日
で
在
任
１
３
７
６
日
。

市
長
と
し
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
。

そ
れ
は「
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
出

会
え
た
こ
と
」で
す
。

「
知
人
」と
は
人
を
知
る
こ
と
。
　

縁
と
絆
、そ
し
て
、和
は
、私
の「
宝
」

で
す
。

市
民
の
皆
様
の「
待
ち
わ
び
た
夢
」と

「
希
望
」で
あ
る「
周
南
再
生
」を
、渾こ
ん
し
ん身

の

力
で
推
進
し
ま
す
。

実
効
至
上
予
算
３
プ
ラ
ス
12

チ
ャ
ン
ス
は
一
度

　
ス
ピ
ー
ド
感
第
一

初
年
度
は「
再
生
開
始
予
算
」、二
年
度

は「
再
生
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
予
算
」、三
年

度
は「
再
生
連
鎖
連
動
予
算
」と
し
て
市

民
の
皆
様
と
の
約
束
を
着
実
に
進
め
て

い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
本
格
稼
動
し
、効

果
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算
は「
強
い
周
南
」を

確
実
に
す
る
た
め
、全
て
の
面
に
お
い
て

実
効
性
を
追
求
し
た
予
算
で
す
。

景
気
を
停
滞
さ
せ
ず
、ま
ち
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、12
月
お
よ
び
１
月
に
補
正

予
算
を
計
上
し
、平
成
23
年
度
に
予
定
し

て
い
た
事
業
の「
３
ヶ
月
前
倒
し
」を
実

施
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算
案
を
、こ
の
補
正
予

算
と
併
せ
て
、「
実
効
至
上
予
算
３
プ
ラ

ス
12
」と
し
て
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
度

施
政
方
針
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予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
…
６
３
５
億
円

　
　 （
夢
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
ゴ
ー
）

特
別
会
計
…
２
９
２
億
８
千
万
円

企
業
会
計
…
４
０
０
億
８
千
万
円

合
計
…
１
３
２
８
億
６
千
万
円

　
　 （
い
の
ち
み
ん
な
に
育
む
予
算
）

一
般
会
計
の
特
筆
事
項
と
し
て
、重
点

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、安
心
・
安

全
・
い
の
ち
最
優
先
、行
財
政
改
革
の
推

進
を
３
つ
の
柱
と
し
ま
す
。

特
に「
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
」、「
安

心
・
安
全
の
確
保
」、環
境
推
進
枠
を
設
け

た「
環
境
立
市
」、国
体
開
催
に
向
け
た

「
観
光
・
交
流
立
市
」に
予
算
の
重
点
配
分

を
行
い
ま
す
。

事
業
仕
分
け
や
事
務
事
業
評
価
に
よ

り
、事
業
の
見
直
し
を
進
め
、選
択
と
集

中
に
よ
る「
メ
リ
ハ
リ
」あ
る
予
算
編
成

と
し
ま
す
。

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
れ
で
は
、平
成
23
年
度
事
業
の
う

ち
、後
期
基
本
計
画
の
重
点
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

す
な
わ
ち

 

第 

１
に「„
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
“

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
２
に「
安
心
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
３
に「
人
財
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
４
に「
環
境
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
５
に「
産
業
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第 

６
に「
観
光
・
交
流
立
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

に
つ
い
て
、ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、「„
い
の
ち
育
む
里
づ
く

り
“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

「
い
の
ち
育
む
里
」は「
周
南
の
宝
」で
す
。

昨
年「„
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
“部
」

を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

新
年
度
は
、さ
ら
に
組
織
を
強
化
し
、

「
島
お
こ
し
」、「
ま
ち
お
こ
し
」に
続
い
て

「
里
山
お
こ
し
隊
」を
編
成
す
る
と
と
も

に
、夢
プ
ラ
ン
の
実
現
や
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る「„
い
の
ち
育
む

里
“創
発
事
業
」を
拡
充
し
ま
す
。

例
え
ば
、大
津
島
に
お
い
て
、３
名
の

島
お
こ
し
隊
員
を
配
置
し
、生
活
・
交
通
・

買
物
の
不
便
解
消
の
ほ
か
、医
師
の
常
駐

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、地
域
に
経
済
循
環
の
創
出
を
図

る「
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」を

進
め
ま
す
。

生
活
交
通
で
は
、新
た
に
和
田
地
区
に

お
い
て
、地
元
運
営
に
よ
り
、乗
合
ワ
ゴ

ン
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

安
心
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
点
目
と
し
て「
安
心
立
市
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

市
政
運
営
の
基
本
は「
安
心
・
安
全
・

い
の
ち
最
優
先
」で
す
。

８
つ
の
ゼ
ロ
運
動
で
あ
る
、失
業
者
ゼ

ロ
、た
ら
い
ま
わ
し
ゼ
ロ
、自
殺
ゼ
ロ
、交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、災
害
ゼ
ロ
、不
正
ゼ

ロ
、孤
立
死
ゼ
ロ
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
す
。

国
道
２
号
拡
幅
に
伴
い
、西
消
防
署
西

部
出
張
所
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

栗
屋
・
住
吉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新

学
期
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

（
仮
称
）高
尾
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
、平
成
24
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、子
宮
頸
が
ん
や
小
児
細
菌
性
髄

膜
炎
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
無

料
化
し
ま
す
。

人
財
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
３
点
目
と
し
て「
人
財
立
市
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

「
人
財
立
市
」の
基
本
は
、夢
を
育
み
、

人
を
育
て
、人
が
輝
く
こ
と
で
す
。

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
に
遠
石
小
学
校
、住
吉
中
学
校
の
プ

ー
ル
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、菊
川
・
桜

田
中
学
校
の
屋
体
建
設
を
進
め
ま
す
。

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、小
中
学

校
の
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
を
計
画
的
に

実
施
し
ま
す
。

（
仮
称
）学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
に
つ
き
ま

し
て
は
、駐
車
場
用
地
を
取
得
す
る
と
と

も
に
、実
施
設
計
を
行
い
、平
成
25
年
度

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、（
仮

称
）福
川
地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
に
併
せ
、長
田
海
岸
隣
接
地
に
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
な
ど
を
整
備
し「
マ

イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
」づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

環
境
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
点
目
と
し
て「
環
境
立
市
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
。

人
が
環
境
を
つ
く
り
、環
境
が
人
を
つ

く
り
ま
す
。

環
境
推
進
枠
予
算
を
設
け
、中
学
校
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
へ
の
助
成
を
拡

充
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
完
成
を
大
き
な

契
機
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
啓
発
活

動
を
全
市
的
に
展
開
し
、市
民
ぐ
る
み
で

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

鶴
保
護
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
年

11
月
、本
市
に
お
い
て
、国
際
会
議「
生
き

も
の
と
人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

産
業
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
５
点
目
と
し
て「
産
業
立
市
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

上
質
な
生
活
・
文
化
・
環
境
を
創
造
す

る
都
市
像
で
あ
る「
周
防
灘
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
」。

こ
れ
は
、宇
部
市
か
ら
周
南
市
、そ
し
て

光
市
ま
で
の
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

人
口
は
、全
国
第
18
位
の
75
万
人
。

製
造
品
出
荷
額
は
、全
国
第
３
位
の

４
．８
兆
円
。

そ
の
コ
ア
で
あ
る「
周
南
市
」の
強
み

は「
港
」と「
産
業
」で
す
。

徳
山
下
松
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
際

バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
応
募
。

選
定
さ
れ
れ
ば
、さ
ら
な
る
港
湾
整
備

に
よ
り
、産
業
の
活
性
化
に
繫つ
な

が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
７
号
埋
立
事
業
で
は
、平
成
22
年
度

か
ら
一
部
が
国
の
直
轄
事
業
と
な
り
、完

成
予
定
が
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

造
水
事
業
に
つ
い
て
は
、水
資
源
に
悩

む
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
と
っ
て「
恵
み

の
水
」に
な
る
と
と
も
に「
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ラ
ザ
周
南
」が
、21
世
紀
に
お
け
る
世

界
戦
略
の
一
端
を
担
う
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

西
部
道
の
駅
で
は
、造
成
工
事
お
よ
び

実
施
設
計
を
行
い
、平
成
24
年
度
中
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

観
光
・
交
流
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
６
点
目
と
し
て「
観
光
・
交
流
立
市

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
で
す
。

初
め
て
な
の
に
懐
か
し
い
、訪
れ
る
た

び
に
新
し
い
。

「
ワ
ン
ス
モ
ア
！
周
南
」を
目
指
し
ま
す
。

「
ま
ち
お
こ
し
」の
牽
引
力
は「
中
心
市

街
地
の
活
性
化
」で
す
。

徳
山
駅
周
辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

南
北
自
由
通
路
を
平
成
26
年
度
ま
で
に

整
備
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、新
年

度
に
お
け
る
認
定
に
向
け
、全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

徳
山
動
物
園
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年

度
の
一
部
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、北
ゾ
ー
ン

の
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
10
月
、い
よ
い
よ「
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
・
山
口
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
ま
で
あ
と
、２
１
４
日
。

野
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
行
事
、Ｊ

Ｒ
徳
山
駅
の「
観
光
の
駅
」、年
間
１
５
０

万
人
の
集
客
力
を
誇
る
文
化
会
館
・
美
術

博
物
館
・
動
物
園
か
ら
、本
市
の
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
面
の
魅
力
を
全
国
発
信
し
ま
す
。

重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

以
外
の
施
策

次
に
、重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外

の
主
な
事
業
、公
園
整
備
、高
齢
者
福
祉
、

学
校
教
育
、都
市
基
盤
、都
市
景
観
、産
業

振
興
、雇
用
対
策
、国
際
交
流
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
を
中

心
と
し
た「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

平成23年度
施政方針

ウォータープラザ周南
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高
齢
者
に
と
っ
て
、よ
り
住
み
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
、介
護
保
険
事
業
計
画
・

老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

学
校
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
る「
本
を
読
む
習
慣
」の
充
実
を
図

る
た
め
、学
校
図
書
館
の
図
書
館
司
書
を

増
員
し
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
よ
り
住
み
良
い
環
境

を
創
出
す
る
た
め
、久
米
中
央
、富
田
西

部
第
一
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

市
内
外
に
誇
れ
る
品
格
あ
る
都
市
景

観
を
創
造
す
る
た
め
、徳
山
港
か
ら
動
物

園
ま
で
の「
南
北
の
都
心
軸
」に
つ
い
て
、

新
た
な
景
観
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、市
の
発
展
を
支
え
て
き
た

中
小
企
業
の
一
段
の
振
興
策
と
し
て
、利

子
補
給
制
度
の
期
間
を
一
年
間
延
長
し

ま
す
。

さ
ら
に
、市
内
で
の
消
費
循
環
に
よ

り
、商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、商

工
会
議
所
と
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
市
内
共
通
商
品
券
に
助
成

を
し
ま
す
。

新
た
な
就
業
の
確
保
と
し
て
、将
来
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
る
、福
祉
分
野
を
始

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

51
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
実
施
し
、延

べ
２
１
３
人
の
雇
用
の
創
出
を
行
い
ま
す
。

な
か
で
も
、学
生
の
新
卒
未
就
職
者
対

策
と
し
て
、本
年
度
に
引
き
続
き
、未
就

職
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
、広
く
門
戸
を
開

き
、市
の
臨
時
職
員
な
ど
に
16
事
業
で
34

人
の
採
用
枠
を
優
先
的
に
確
保
し
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、世
界
に
視
点

を
置
い
た
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
な
ど
の
姉
妹
都
市

と
の
交
流
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、世
界
で
最
も
魅
力
あ
る
市
場
と
し
て

期
待
さ
れ
る
、中
国
山
東
省
淄し

博は
く

市
と
の

友
好
都
市
提
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

施
策
の
推
進
の
た
め
に

最
後
に「
強
い
周
南
」の
下
支
え
と
な

る
、行
財
政
改
革
、健
全
財
政
推
進
、職
員

力
の
向
上
、組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

昨
年
度
、第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
、

健
全
財
政
推
進
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

周
南
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、全
国

１
７
５
０
市
町
村
中
６
２
３
位
で
す
。

「
財
政
規
律
」と「
入
る
を
量
り
て
出
ず

る
を
制
す
」の
精
神
を
保
ち
、合
併
特
例

措
置
終
了
後
の
平
成
26
年
度
以
降
も
、安

定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

「
逞た
く
まし

い
財
政
」に
努
め
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、平
成
22

年
度
末
で
21
億
７
千
万
円
と
な
り
、新
年

度
は
５
億
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

行
財
政
改
革
で
は
、事
業
仕
分
け
、行

政
評
価
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
事
業
仕
分
け
の
今
後
の

削
減
効
果
額
は
10
億
円
。

平
成
26
年
度
ま
で
に
30
億
円
を
目
指

し
ま
す
。

競
艇
、病
院
、市
場
事
業
に
つ
い
て
は
、

黒
字
恒
常
化
へ
の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

さ
ら
に
、大
津
島
巡
航
の
経
営
改
善
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

職
員
力
の
向
上
で
は
、内
閣
府
や
経
済

産
業
省
な
ど
に
若
手
職
員
９
名
を
派
遣

し
ま
す
。

組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、„
い
の
ち
育

む
里
づ
く
り
“部
の
拡
充
、上
下
水
道
部

局
の
統
合
、防
災
建
設
部
の
新
設
、総
合

支
所
の
見
直
し
を
図
り
、さ
ら
に
ス
ピ
ー

ド
を
加
速
し
、積
極
一
貫
に
市
政
を
進
め

ま
す
。

全
て
に
わ
た
り「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）」と「
現
場
主
義
」を
徹
底
し

ま
す
。

以
上
が
平
成
23
年
度
の
主
要
な
事
業

で
す
。

お
わ
り
に 

周
南
再
生
へ
の
歩
み
は
、す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

徳
山
駅
周
辺
整
備
、国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
、Ｎ
７
号
埋
立
事
業
、道
の
駅
開
設
、

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、動
物
園
・
野
球
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、„
い
の
ち
育
む
里
づ
く

り
“、ど
れ
も
半
途
に
し
て
怠
ら
ば
、未
熟

に
復か
え

る
も
の
で
す
。

周
南
に
は
、日
本
を
リ
ー
ド
す
る
産

業
、豊
か
な
自
然
、育
ま
れ
た
歴
史
、先
人

先
達
の
御
恩
と
い
う
、大
河
を
漕こ

ぎ
上
が

る
力
が
あ
り
ま
す
。

世
の
中
の
約
７
割
の
人
が「
人
の
役
に

立
ち
た
い
」と
考
え
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、今
後「
社
会
貢
献
」は
地
域
を
創
造
す

る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

こ
の
素
直
な
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
の
理
念
は
、周
南
を「
品
格
と
上
質

な
都
市
」に
育
て
る
こ
と
。

目
標
は
、日
本
人
の
美
徳
で
あ
る「
温
か

な
思
い
」が
満
ち
る
社
会
を
築
く
こ
と
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
市
民
力
」、「
職

員
力
」、「
地
域
力
」で
す
。

変
わ
り
変
え
て
の「
天
の
時
」、全
国
有

数
の「
地
の
利
」、三
つ
の
力
の「
人
の
和
」

を
も
っ
て「
あ
こ
が
れ
の
周
南
」に
邁ま
い

進し
ん

い
た
し
ま
す
。

周
南
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
、市
民
の

皆
様
方
の
益
々
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ツ
ル
は
千
年
、フ
グ
は
天
然
、国
体
は

い
よ
い
よ
本
年
。

「
あ
こ
が
れ
の
周
南
」に
向
け
、サ
ア
、

ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
３
月
１
日
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市
で
は
、市
民
の
福
利
を
最
優
先
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、活
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、組
織
機
構
を
改
編
し
ま
す
。

新
し
い
組
織
で
は
、縦
割
り
行
政
の
弊

害
を
打
破
す
べ
く
各
担
当
部
局
が
連
携

し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
団
体
、企

業
な
ど
の
多
く
の
人
々
の
力
を
結
集
し

な
が
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
政
策

を
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。  市の組織機

構を

　編します
路樹の整備・維持管理など

●区画整理課
土地区画整理事業の基本計画および事
業計画、換地計画・処分、実施計画および
事業施行に伴う補償、測量、工事など

 中心市街地整備部
●中心市街地整備課
徳山駅周辺の中心市街地整備に関すること

 競艇事業部
●競艇管理課
ボートレース徳山の経営分析および経営
方針、開催日程など

●競艇事業課
ボートレース徳山の投票業務および番組
編成、オラレ徳山に関することなど

 教育部
●教育政策課
教育委員会の会議、幼稚園の管理運営、学
校施設の整備計画および建設・維持管理
など
●生涯学習課
生涯学習の推進、公民館の管理運営、社
会教育関係団体の育成、青少年の健全育
成、児童クラブなど

●人権教育課
人権教育の総合調整、教育集会所に関す
ることなど
●学校教育課
小・中学校の教職員の指導助言・研修、児
童生徒の転入学、通学区域、学級編成、保
健管理、就学時健康診断など

●文化スポーツ課
芸術文化の振興、文化財の保護、文化団体
の育成、体育施設の管理運営、スポーツの
振興、体育団体の育成など

●学校給食課
学校給食の計画・指導、学校給食施設の
整備

●中央図書館
　図書館の管理運営、読書指導・普及など  

振興、商業企業立地の推進、起業家支援、
労働福祉など

●市場課
青果市場、花き市場および水産物市場の
維持管理、関係者の指導、監督など

●観光政策課
観光立市、観光および観光協会、地域交流
など
●動物園
動物園の管理運営

 防災建設部
●防災政策課
防災および災害対策、国民保護など
●道路課
道路の境界の確認、法定外公共物道路の
管理、道路・橋りょうの整備・維持・災害復
旧、交通安全施設等の整備など
●河川港湾課
用地の取得、建物等の移転補償、土地売買
の届、河川・排水路の維持・整備、港湾の災
害復旧、水防、砂防・急傾斜地に関すること
など
●住宅政策課
住宅政策、市営住宅等の供給・管理運営、使
用料の徴収、住宅相談、住宅の耐震化など

●建築課
市有建築物の建築工事、設備工事に関す
ることなど

 都市整備部
●都市政策課
都市政策・基本計画・土地利用計画、都市
計画審議会、地籍調査など

●建築指導課
建築基準法に基づく許可、認定、指定およ
び報告、市建築審査会、建築物などの確
認、検査など
○開発指導室
宅地の開発行為の協議、許可、審査、承
認および公告等、国土利用計画法に基
づく届出など

●公園花とみどり課
公園緑地の財産台帳の整備、公園緑地・街

 上下水道局
●総務政策課
人事、災害対策、工事・業務委託の入札お
よび契約など
●水道財政課
水道事業の予算・決算、水道事業の政策
調整、広報など

●下水道財政課
下水道事業の予算・決算など

●お客様サービス課
水道料金・下水道使用料に関することなど

●水道工務課
給水装置の維持管理、漏水調査、水道施
設の設計施工など

●下水道工務課
公共下水道、集落排水施設の建設ならび
に改築の計画および許可、下水道管渠等
施設の維持管理および排水設備に関する
ことなど
●浄水課
水道施設、浄水場の維持管理、水源の調整
など
●下水道施設課
浄化センターの建設・改築計画・営繕工事、
維持管理など

●水質管理課
水道の水質検査および水質管理など

※ 平成23年4月１日から担当課が
変更になります。
▼ 合併処理浄化槽処置整備補助
金…環境政策課へ
▼ 民生・児童委員、日赤事業、災
害援助…福祉政策課へ
▼ 15支所の管轄…“いのち育む
里づくり”部へ移管

※ 各課への連絡先
は、同時配布の
テレフォンガイド
で確認してくだ
さい。
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新
し
い
組
織
機
構
の
改
編

■
開
始
期
日
　
４
月
１
日（
金
）

組
織
の
改
編
で

大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

平
成
22
年
に
策
定
し
た「
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）」の
重
点
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■ 「„
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
“プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」推
進
体
制
の
整
備

農
林
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
関

連
事
業
お
よ
び
道
の
駅
推
進
事
業
を

「„
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
“部
」に
統
合

し
、機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

■ 「
産
業
・
観
光
交
流
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」推
進
体
制
の
整
備

商
工
業
・
観
光
に
特
化
し
た
組
織
と
し

て「
産
業
観
光
部
」を「
商
工
観
光
部
」に

改
編
し
ま
す
。

■ 「
安
心
立
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」推
進
体
制

の
整
備

安
心
・
安
全
・
い
の
ち
最
優
先
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め「
防
災
」「
減

災
」「
復
旧
」を
一
元
的
に
推
進
す
る「
防

災
建
設
部
」、都
市
基
盤
の
整
備
を
推
進

す
る「
都
市
整
備
部
」を
新
設
し
ま
す
。

■ 

上
下
水
道
事
業
の
組
織
強
化

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化
お
よ
び

下
水
道
事
業
の
効
率
的
な
経
営
を
図
る

た
め
水
道
局
と
組
織
統
合
し「
上
下
水
道

局
」を
設
置
し
ま
す
。

問
合
せ
　
人
事
課
人
事
研
修
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
５
３

●国体推進課
国民体育大会に関すること

 財務部
●財務政策課
市財政計画、予算、市債、財政状況の公表
および財務報告、財産の管理や売払い、市
民総合賠償補償保険に関することなど

●課税課
軽自動車税・法人市民税・個人市県民税・固
定資産税・都市計画税等市税の課税など

●納税課
市税の督促状の発布、徴収、納税相談、滞
納整理など

●契約監理課
物品・業務委託の入札監理、契約の指導など

 環境生活部
●環境政策課
犬の登録・注射、墓地・火葬場・斎場、合併
処理浄化槽処置整備補助金(※)、光地域
広域水道、簡易水道事業など

●リサイクル推進課
廃棄物の処理計画、一般廃棄物処理業者
の許可、し尿・ごみの収集運搬、粗大ごみ
の処理など
●協働推進課
市民活動の推進、自治会、市民参画・コミュ
ニティ活動の推進など
○国際・都市交流室
　国際交流・姉妹都市との交流など

●市民課
住民異動の受付、戸籍謄・抄本や住民票の
写し、所得証明等の各種税証明の発行、国
保の資格得喪失の届出・保険証の交付、印
鑑登録、外国人登録、埋葬・火葬許可など

●生活安全課
交通安全対策、交通災害共済、市営路外
駐車場・交通教育センターの管理運営・防
犯など
○市民なんでも相談センター
　市民相談など
○消費生活センター
　消費生活など

●人権推進課
人権問題の啓発・総合調整、隣保館に関す
ることなど
○男女共同参画室
　男女共同参画の推進行政など

 健康福祉部
●福祉政策課
社会福祉協議会、民生・児童委員(※)、日
赤事業(※)、災害援助、高齢者支援サービ
ス、介護の認定・審査、保険給付、保険料の
賦課徴収・滞納処分など

●障害福祉課
身体障害者手帳の交付、障害者への手当
の支給、精神保健に係る相談、重度医療、
障害者自立支援など
●社会課
生活保護、行旅病人に関すること

●こども家庭課
次世代育成支援、子育て交流センター、ファミ
リーサポートセンター、乳幼児医療、児童福祉
関係各種手当の支給、母子家庭の支援、保育
所など
○こども家庭相談室
　幼保護児童対策・家庭児童相談など

●地域医療政策課
地域医療体制、休日夜間急病診療所に関
することなど
○病院管理室
　市民病院に関することなど
○鹿野診療所
　国民健康保険鹿野診療所の運営など

●保険年金課
国民健康保険、後期高齢者医療、特定健
康審査、特定保健指導、国民年金の資格
の得喪の進達など
●健康増進課
保健センター、感染症予防、自殺予防、健
康づくり、予防接種、歯科衛生など
○食育推進室
　食育に関すること

 商工観光部
●商工政策課
商業・鉱工業、金融、中小企業、地場産業の

 “いのち育む里づくり”部
●“いのち育む里づくり”課
中山間地域など市民の皆さんの命を守り
育む地域である“いのち育む里”の振興プ
ロジェクトに関することなど
●道の駅推進課
道の駅の推進に関すること

●農林課
農業・林業・特産物・畜産の振興や、農業農
村林道の整備、有害鳥獣被害防止対策お
よび捕獲に関することなど
●水産課
水産業の振興や指導、漁港・海岸保全施
設・漁村の整備など

●15支所
支所事務および所管区域の振興など

 企画総務部
●市長公室
市長の地域懇談会、市長への政策提言
箱、秘書、市長・副市長会、行政改革の推進
など
●企画課
総合計画、地域分権、地域審議会、中核都
市、ＵＪＩターン相談窓口に関することなど

●広報情報課
市広報の発行、市ホームページの管理、コ
ンピューターシステムの運用管理、情報化
の推進、統計調査など
●総務課
庁舎などの維持管理、例規、表彰・褒章、市
史編纂、固定資産評価審査委員会、情報公
開・行政手続きなど

　○行政安全対策室
不当要求行為の防止、行政対象暴力に
関することなど

●人事課
組織および職員定数、職員の人事管理、研
修、職員の給与・厚生など

各課の業務
（主なものを紹介）
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「
和
紙
は
、呼
吸
す
る
生
き
物

で
す
。和
紙
と
向
き
合
い

な
が
ら
行
う
、作
業
の
一
つ
ひ
と
つ

に
、や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」と
話
す

の
は
、山
代
和
紙
づ
く
り
継
承
者
の

長
弘
京
子
さ
ん
で
す
。

山
代
和
紙
は
、江
戸
時
代
か
ら
、鹿

野
地
域
の
特
産
品
と
し
て
作
ら
れ
て

き
ま
し
た
。長
弘
さ
ん
は
、和
紙
づ
く

り
の
技
を
伝
え
る
継
承
者
と
し
て
、活

動
し
て
い
ま
す
。

「
書
道
を
す
る
私
に
と
っ
て
、和
紙

は
な
じ
み
深
い
も
の
で
す
。そ
の
魅
力

を
広
め
る
た
め
に
、少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、書
道
家
で

も
あ
る
長
弘
さ
ん
は
、和
紙
す
き
か
ら

製
品
化
ま
で
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

和
紙
づ
く
り
に
適
し
て
い
る
の

は
、気
温
の
低
い
冬
。雪
の
日
も
、素

手
で
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
作
業
を

し
ま
す
。

「
和
紙
が
で
き
る
ま
で
に
、約
２
週

間
か
か
り
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
て
、和
紙
の
原
料
と
な
る
コ
ウ

ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
を
切
る
こ
と
か
ら
、紙

に
仕
上
が
る
ま
で
、す
べ
て
の
工
程
を

ほ
ぼ
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
」と
長

弘
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

昨
年
は
、鹿
野
地
域
で
活
動
し
て
い

る
、町
づ
く
り
応
援
団「
え
ー
る
」と
共

に
、山
代
和
紙
の
作
品
展
を
開
き
ま

し
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
意
見
を
頂
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
、そ
れ
を
生
か
し

て
新
し
い
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。作
り
手
な
ら
で
は
の
方
法

で
、和
紙
の
魅
力
を
広
く
伝
え
た
い
で

す
」と
長
弘
さ
ん
は
、新
た
な
目
標
に

向
か
っ
て
、意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

周
南
大
橋
は
、全
長
１
０
４
５

メ
ー
ト
ル
で
、角
島
大
橋
や
関

門
橋
に
続
き
、県
内
で
３
番
目

に
長
い
橋
で
す
。

市
街
地
と
工
業
地
域
を
結

ぶ
こ
の
橋
は
、歩
い
て
渡
る
こ

と
が
で
き
、途
中
に
設
け
ら
れ

た
展
望
所
か
ら
、コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
や
瀬
戸
内
の
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、漫
画
家
、手
塚
治
虫

さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
火
の
鳥

の
巨
大
レ
リ
ー
フ
が
あ
し
ら
わ

れ
た
ご
み
燃
料
化
施
設
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
や
、４
月
か
ら
稼
動
を

始
め
た
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
を
望
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

橋
を
渡
っ
た
先
に
は
、多
目

的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
新
し

い
埋
立
地
が
整
備
中
。港
湾

機
能
の
強
化
で
産
業
の
活
性

化
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

周南大橋
富田西地区（新南陽地域）

みんなのひろば

鹿野高齢者生産活動センター
山代和紙づくり継承者

長
なが

弘
ひろ

　京
きょう

子
こ

さん

山代和紙の
魅力を伝えたい

輝かせ！汗とゆめとを周南に
 国体推進課総務企画担当☎0834－61－4204
 http://www.kokutai-shunan.jp/
問合せ

本市のメイン会場と
なるキリンビバレッジ
周南総合スポーツセン
ターでは、全国から訪れ
る選手が最高のプレー
ができるように、会場の
準備を進めています。
外階段に、PRステッ

カーの貼付や入口にお出
迎え山代和紙張子ちょる
るを展示するなど、機運
も徐々に高まっています。

○山口国体開催競技
　ハンドボール
　バスケットボール
○山口大会開催競技
　バレーボール（知的、精神）
　会場でトッププレーヤーの熱戦を観てみませんか。

会
場
め
ぐ
り
〜
キ
リ
ン
ビ
バ
ビ
バ
レ
ッ
ジ

周
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

すいた和紙を、１枚ずつはがす作業。この後、乾
燥させると、和紙の出来上がりです

国体開催まで183日
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子育て中の家族と地域の支援者、約110人が参加して、
子育て交流イベントが行なわれました。午前中は、読み聞か
せや親子体操で盛り上がり、午後からは、クッキング班とク
ラフト班に分かれて活動をしました。初めて挑戦する料理づ
くりや工作づくりに、子どもたちは無我夢中。共同作業はよ
り一層親子の絆が深まり、笑顔に溢れた一日でした。

小学生までの子どものいる家族を対象に、手打ちうどん
体験が行われました。材料には、施設で栽培している有機
無農薬の小麦や、産みたての卵などを使用。参加した子ど
もたちは、力いっぱい生地をこね、感触を楽しんでいまし
た。釜でゆで上げたうどんをおいしそうに頬張りながら、手
づくりのよさを味わっていました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

絆が深まり、輪が広がる

うどんの手打ち体験で、食に興味を

日本の伝統文化に実際に触れ、その素晴らしさを感じる
ことのできる、体験型の文化交流会が、今年も開催されまし
た。この日は、岩国米軍基地内の親子や、留学生などの外国
人の皆さん、市内の小学生など、約200人が参加。着物の
着付けや日本舞踊、もちつき、昔遊びなど、日本固有の文化
を、思う存分楽しみ、心を通わせました。

伝統文化が友情の架け橋に

ひなまつり国際交流会

場所：新南陽ふれあ
いセンター3

5

子育てサークル交流会
in周南

場所：新南陽ふれあ
いセンター3

6

あったか手打ちうどん工
房

場所：大田原自然の家
3
13

子どもたちを主役にした催しが、徳山銀座商店街で行
われました。イベントの目玉である職業体験には、児童
335人が参加。子どもたちは、協力店が用意した仕事か
ら１つを選んで、決められた時間まで店で働き、会場で
使える通貨を受け取りました。参加した子どもた
ちは、慣れない仕事に苦労しながらも、楽
しみながら貴重な体験をしました。

憧
あこが

れのお仕事を、ちょっぴり体験！憧
ああこあこがあこがあこがあこがあこがあこがあこが

憧憧れのお仕事を ち ぴり体

こどもっちゃ！商店街

場所：徳山銀座商店
街2

26
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公
募
事
業
テ
ー
マ

　
　
課
題
部
門
　
　

■
市
民
が
主
役
の
情
報
発
信
・
共
有
事
業

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、市
民
が

主
役
と
な
り
、多
様
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
発
信
し
、市
民
同
士
で
共
有
す
る
事
業

の
提
案

例
　
▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発
信（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
）▼
情
報
誌
の
発

行
な
ど

■
観
光
交
流
を
創
出
す
る
事
業

地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
観
光
交

流
事
業
の
創
出
や
、市
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
新
た
な
事
業
の
提
案

例
　
▼
市
内
外
の
交
流
を
生
み
出
す
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
▼
新
た
な
観
光
資
源

の
発
掘
お
よ
び
活
用
な
ど

　
　
自
由
部
門
　
　

テ
ー
マ
は
、自
由
で
す
。自
由
な
発
想
の

ひ
と
づ
く
り
事
業
の
提
案

  

提
案
の
要
件

　
次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

こ
と

提
案
事
業
　
▼
公
益
性
が
あ
る
▼
公
募
事

業
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
の
部
門
に
該
当
す

る
事
業
▼
提
案
者
が
実
施
主
体
で
、原
則
、

市
内
で
実
施
す
る
も
の

提
案
者
の
要
件
　
▼
市
内
に
所
在
す
る
団

体
▼
団
体
の
構
成
員
が
、５
人
以
上
▼
原

則
、設
立
か
ら
１
年
以
上
の
団
体
▼
代
表

者
ま
た
は
代
理
の
人
が
、二
次
審
査（
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
出
席
で
き
る

実
施
形
態
　
▼
補
助
事
業
と
し
て
、補
助
金

を
交
付
▼
補
助
金
は
、年
間
50
万
円
以
内（
１

団
体
）で
、該
当
す
る
対
象
経
費
の
額
▼
期

間
は
、採
択
後
、平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

単
年
の
計
画
だ
け
で
な
く
、３
年
以
内

の
計
画
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
み
　
４
月
28
日（
木
）必
着
で
、事
業

計
画
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
、持
参
・
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐

８
６
５
５
岐
山
通
１‐
１
企
画
課
企
画
担

当

０
８
３
４‐
22
‐
８
２
６
６
・

kika
ku@

city.shunan.lg.jp

公
募
要
項
　
企
画
課
・
市
役
所
本
庁
舎
市

民
さ
ろ
ん
・
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
・

各
支
所
・
各
公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布事

業
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

担
当
課
と
の
協
議
　
５
月
11
日（
水
）ま
で

二
次
審
査
　
５
月
14
日（
土
）

※ 

提
案
事
業
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

採
択
決
定
通
知
　
５
月
末
頃

事
業
開
始
　
６
月
以
降

問
合
せ
　
企
画
課
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
７
８

「まちづくり」は「ひとづくり」とのコンセプ
トのもと、まちづくりを担う「ひとづくり」とし
て取り組んでいる、ひと・輝きプロジェクト。
平成22年度は、新たに５つのプロジェクト
を採択し、21年度からの継続事業とともに、
それぞれ特色ある事業を実施しました。
23年度も、市民の皆さんと市が協働で取
り組む“ひとづくりプロジェクト”を募集し
ます。

平
成
22
年
度
実
施
事
業

　
21
年
度
採
択
分
　

▼ 

市
民
の
手
に
よ
る「
ふ
れ

あ
い
の
森
」活
性
化
事
業

▼ 

理
科
大
好
き
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
中
学
校
理
科
教
材

開
発
）

▼ 

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク「
街
あ

い
」を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
周

南
ま
ち
デ
ザ
イ
ン

▼ 

青
少
年
育
成
の
た
め
の

国
際
交
流
・
国
際
貢
献

▼ 

市
国
際
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

な
ど

　
22
年
度
採
択
分
　

▼ 「
お
弁
当
の
日
」を
通
し

て
食
育
推
進
事
業

▼ 

紙
芝
居（
市
の
歴
史
、伝

説
、昔
話
な
ど
文
化
を
伝

え
る
）

▼ 

伝
統
芸
能
の
伝
承
と
地
域

活
性
化
お
よ
び
市
内
各

所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

▼ 

自
然
体
験
・
物
づ
く
り

事
業

▼ 

周
南
ジ
ュ
ニ
ア・
シ
ネ
マ
塾

ひと・輝きプロジェクト公募事業
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„
い
の
ち
育
む
里
“

創
発
事
業
募
集

”い
の
ち
育
む
里
“
に
活
力
を
生
み
出
す
個
性
的
•
魅
力
的
な

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
7
つ
の
団
体
が
本
事
業
を
活
用
し
て

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

23
年
度
も
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の

事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

“いのち育む里”のホームページは、 http://www.i-8996.com/

地域の夢プラン策定支援団体
▼大道理をよくする会
▼棚田清流の会（中須地区）
▼鶴里コミュニティ協議会（八代地区）

地域の夢プラン実現団体

好循環創出支援団体

提
案
事
業
の
実
施
形
態

「
地
域
力
再
生
型
」と「
好
循
環
創
出
型
」

の
２
つ
の
タ
イ
プ
の
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
の
採
択
は
、公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、事
業
委
員
会
の
審
査
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

地
域
力
再
生
型

地
域
の
夢
プ
ラ
ン
策
定
支
援
事
業

地
域
の
あ
る
べ
き
将
来
像（
夢
）の
実
現

を
図
る
、地
域
の
行
動
計
画（
夢
プ
ラ
ン
）

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
の
現
状
や
課
題
の
点
検
作
業
、計

画
内
容
を
話
し
合
う
活
動
、勉
強
会
、研

修
視
察
な
ど
、計
画
づ
く
り
に
必
要
な
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、ま
た
は

３
集
落
以
上
で
構
成
す
る
地
域
住
民
組
織

期
間
　
最
長
２
年
間

補
助
金
額
　
上
限
額
20
万
円

地
域
の
夢
プ
ラ
ン
実
現
事
業

地
域
の
夢
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
、

地
域
の
主
体
的
・
発
展
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

対
象
　
地
域
の
夢
プ
ラ
ン
策
定
団
体

期
間
　
継
続
３
年
間

補
助
金
額
　
上
限
額
30
万
円

好
循
環
創
出
型

好
循
環
創
出
支
援
事
業

地
域
に
、雇
用
や
お
金
な
ど
の
経
済
の

循
環
や
移
住
、交
流
な
ど
の
人
の
循
環
、

農
地
・
山
林
の
保
全
・
活
用
な
ど
の
自
然

の
循
環
な
ど
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
団
体
や
法
人

期
間
　
継
続
３
年
間

補
助
金
額
　
上
限
額
50
万
円

申
込
み

　
５
月
16
日（
月
）必
着
で
、申
込
書
を
、持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５‐
０
０
２
８
徳
山
港
町
１‐
１
”い
の

ち
育
む
里
づ
く
り
‶課
☎
０
８
３
４‐
34
‐

３
５
７
２
・

０
８
３
４‐
22
‐
８
３
０
８
・

inochisato@
city.shunan.lg.jp

須金なし・ぶどう祭り

生きがいのある須金をつくる会

彼岸花の植栽作業

大潮の里をまもる会

農業体験交流

渋川をよくする会

和田農産物加工所グループ

和田農産物加工所

平成22年度に、
採択を受けた７つの団体。
元気な地域づくりを
進めています。
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市リサイクルプラザが本格稼働
愛称は「ペガサス」に決定！

14142011.4.1

循環型社会の実現を推進
４月１日（金）から、リサイクルプラザが運転を開始
します。循環型社会の実現をめざし、市内全域の資
源物・不燃物の処理を行います。
施設の性能を最大限に発揮するためには、市民の
皆さんのごみの分別へ
の協力が必要です。
新しいごみの分別方法

（保存版）などで、ごみの
分別を確認し、引き続き
分別への協力をお願い
します。

平成23年4月1日運転開始！

　持ち込むことができるもの　
●びん・缶
●ペットボトル
●容器包装プラスチック
●その他プラスチック
●燃やせないごみ
●不燃性の粗大ごみ
　持ち込み時の注意点　
● 持ち込むときは、それぞれの品目ごとに分別を
お願いします。
● 燃やせるごみ・可燃性粗大ごみ・処理困難物は
搬入できません。

料 金　10kgごとに50円（家庭から出たごみは１回
につき50kg以下は無料）

問合せ　リサイクル推進課リサイクル担当☎0834-22-8303

ガソリン
スタンド

周南大橋

N
ごみ燃料化施設
フェニックス

リサイクルプラザ
ペガサス

県道徳山新南陽線

県道下松新南陽線

三世代交流
センター

新南陽
総合支所

←防府 下松→

所 在 地　臨海町５番地
受付時間　８時30分～12時、13時～16時
休 日　土曜・日曜日・祝日

法

リサイクルプラザの愛称は、
応募総数1,005件の中から、
「ペガサス」に決まりました。

施設の見学
６月から（予定） ４月１日（金）から清掃事務所が、リサイク

ルプラザ内で業務を開始します。粗大ごみ
などの受付電話番号が変更になります。
問 合せ　清掃事務所☎0834-61-0310

清掃事務所が
リサイクルプラザ内に移転します

リサイクルプラザに家庭から出るごみを
直接持ち込むことができます



相
談

住
宅
無
料
相
談
会

新
築
や
増
改
築
、耐
震
な
ど
、建

物
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
４
月
16
日（
土
）・
30
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所
　
市
長
公
舎

問
合
せ
　
住
宅
政
策
課
市
営
住
宅

係
☎
０
８
３
４‐22‐８
２
８
２
、県
建

築
士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28‐

５
２
２
６

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦

情
や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
４
月
11
日（
月
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
４
月
12
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
４
月
21
日（
木
）10
時
〜
15
時

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
市
民
な
ん

で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
３
２
０

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
４
月
11
日（
月
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
４
月
12
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
０
６

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
４
月
21
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
５

お
知
ら
せ

徳
山
動
物
園

ご
み
の
持
ち
帰
り
運
動
の
お
願
い

徳
山
動
物
園
で
は
、ご
み
の
持
ち

帰
り
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

園
内
に
は
、資
源
物
の
ご
み
箱
の

み
を
設
置
し
、不
燃
物
や
可
燃
物
の

ご
み
箱
は
、設
置
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
徳
山
動
物
園
管
理
係
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
６
４
０

新
規
排
水
設
備
指
定
工
事
店

工
事
店
名
　
▼
大
成
テ
ク
ノ（
岩
国

市
）☎
０
８
２
７‐
45
‐
１
９
０
０
▼
清

光
産
業（
光
市
）☎
０
８
３
３‐
72
‐
２

８
３
３

問
合
せ
　
下
水
道
工
務
課
維
持
係

０
８
３
４‐
22
‐
８
６
３
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

日
時
　
７
月
11
日（
月
）10
時
30
分

〜
12
時
30
分

場
所
　
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク（
山
口
市
）

受
験
手
数
料
　
5
０
０
０
円

申
込
み
　
５
月
２
日（
月
）〜
23
日

（
月
）に
、申
込
書
を
、持
参
で
、下
水

道
工
務
課
維
持
係
☎
０
８
３
４‐
22
‐

８
６
３
１

市
野
球
場
音
響
調
整

周
南
緑
地
内
の
市
野
球
場
整
備

工
事
で
、音
響
調
整
を
行
い
ま
す
。

大
き
な
音
が
発
生
し
ま
す
が
、理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
８
日（
金
）〜
28
日（
木
）

問
合
せ
　
公
園
花
と
み
ど
り
課
公
園

整
備
係
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
８
４
３
４

大
津
島
地
域
社
会
維
持
区
域

指
定
図
面
の
縦
覧

４
月
１
日（
金
）か
ら
、市
街
化
調

整
区
域
の
規
制
緩
和
に
よ
る
区
域

指
定
図
面
を
縦
覧
し
ま
す
。

指
定
地
区
　
近
江
・
瀬
戸
浜
・
刈
尾
・

本
浦
・
天
浦
・
馬
島
・
柳
浦

縦
覧
場
所
　
建
築
指
導
課
開
発
指

導
室

問
合
せ
　
建
築
指
導
課
開
発
指
導

室
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
１
１

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
を
変
更

４
月
分
か
ら
、児
童
扶
養
手
当
額

を
変
更
し
ま
す
。

変
更
後
の
支
給
額（
月
額
）　
▼
全
部

支
給
…
４
万
１
５
５
０
円
▼
一
部
支

給
…
４
万
１
５
４
０
円
〜
9
８
１
０
円

※ 

２
人
目
、３
人
目
以
降
の
加
算
額

の
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域　市ホームページ http://www.city.shunan.lg.jp/an.lg.jp/

情　報
ひろば

お
知
ら
せ

退
職
に
伴
っ
て
、職
場
の
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
、

次
の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。保
険
の
種
類
に
よ

り
、支
払
う
保
険
料
は
す
べ
て

異
な
り
ま
す
。

手
続
き
や
保
険
料
な
ど
に
つ

い
て
は
、加
入
す
る
健
康
保
険

の
担
当
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

必
要
な
手
続
き
　
▼
新
た
に
再

就
職
し
た
職
場
で
、健
康
保
険

に
加
入
▼
退
職
し
た
職
場
の
健

康
保
険
に
引
き
続
き
加
入（
任

意
継
続
）▼
家
族
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
な
る
▼
国
民
健
康

保
険
に
加
入

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

き
に
必
要
な
も
の
　
▼
印
鑑
▼

職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た

日
が
わ
か
る
書
類（
資
格
喪
失

証
明
書
な
ど
）▼
年
金
証
書（
65

歳
ま
で
の
人
）▼
年
金
手
帳（
60

歳
ま
で
の
人
）▼
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
本
人
の
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）

※ 

加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合

で
も
、資
格
取
得
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
賦
課
担

当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
１
２

退
職
後
の

健
康
保
険
加
入



参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
鹿
野
公
民
館
☎
０
８
３
４

‐
68
‐
２
０
９
４

高
水
会
館
パ
ソ
コ
ン
教
室

対
象
　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

日
時
と
内
容
　
５
月
６
日
〜
６
月
24

日
の
毎
週
金
曜
日（
全
８
回
）▽
13

時
15
分
〜
14
時
15
分
…
ワ
ー
ド
第

１
期
基
本
編（
ワ
ー
ド
２
０
０
３
）▽

14
時
30
分
〜
15
時
30
分
…
エ
ク
セ

ル
第
１
期
基
本
編（
エ
ク
セ
ル
２
０

０
３
）

場
所
　
高
水
会
館

定
員
　
各
６
人（
受
け
付
け
順
）

問
合
せ
　
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
・

母
子
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

４
６
０
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
を

拡
大４

月
１
日（
金
）か
ら
、障
害
基
礎

年
金
で
子
の
加
算
の
運
用
が
見
直

さ
れ
、児
童
扶
養
手
当
受
給
者
資
格

を
拡
大
し
ま
す
。

両
親
の
一
方
が
、児
童
扶
養
手
当

法
で
定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
場

合
、障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算

と
、そ
の
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
る
児

童
扶
養
手
当
の
ど
ち
ら
か
額
の
多
い

方（
対
象
児
童
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
）を

受
給
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
・

母
子
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

４
６
０
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

福
祉

障
害
者
総
合
相
談
窓
口

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
４
月
19
日（
火
）９
時
30
分
〜

11
時
30
分

申
込
み
　
４
月
18
日（
月
）ま
で
に
、

熊
毛
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
☎
０

８
３
３‐
92‐
０
０
１
２
・
０
８
３
３

‐
92
‐
０
１
８
９

須
金
支
所

で
開
催

日
時
　
４
月
26
日（
火
）９
時
30
分
〜

11
時
30
分

申
込
み
　
４
月
25
日（
月
）ま
で
に
、

障
害
福
祉
課
支
援
担
当
☎
０
８
３
４

‐
22
‐
８
４
６
３
・
０
８
３
４‐
22
‐

８
４
６
４

障
害
児（
者
）手
当
の
改
正

対
象
と
受
給
額
　
▼
特
別
児
童
扶

養
手
当
1
級
…
５
万
５
５
０
円
▼
特

別
児
童
扶
養
手
当
2
級
…
３
万
３

６
７
０
円
▼
特
別
障
害
者
手
当
…
２

万
６
３
４
０
円
▼
障
害
児
福
祉
手
当

…
１
万
４
３
３
０
円
▼
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）…
１
万
４
３
３
０
円

受
給
開
始
日
　
4
月
分
か
ら

問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
福
祉
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
８
７

保
健

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
費

用
の
公
費
負
担

妊
婦
健
康
診
査
時
に
、性
器
ク
ラ

ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
に
か
か
る
費
用
を

公
費
で
負
担
し
ま
す
。

対
象
　
４
月
１
日（
金
）以
降
に
、妊

婦
健
康
診
査
６
〜
10
回
目（
妊
娠
26

週
〜
34
週
頃
）を
受
診
す
る
人
で
、

ま
だ
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
を

受
け
て
い
な
い
人

※ 

県
外
で
受
診
す
る
予
定
の
人
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
増
進
課
地
域
保
健

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
５
３

献
血
の
日
程

日
時
と
場
所
　
▼
４
月
７
日（
木
）▽

９
時
30
分
〜
11
時
、U
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク

ス
ジ
ャ
パ
ン
周
南
支
店

▽
13
時
〜

16
時
、山
口
放
送

▼
12
日（
火
）▽
10

時
〜
11
時
30
分
、熊
毛
総
合
支
所
▽

13
時
30
分
〜
16
時
、ミ
コ
ー
熊
毛
店

▽
14
時
〜
16
時
、県
周
南
総
合
庁
舎

▼
13
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分
、

徳
山
海
上
保
安
部
▼
17
日（
日
）９
時

30
分
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
15
時

30
分
、イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
新
南
陽

問
合
せ
　
福
祉
政
策
課
福
祉
政
策

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
６
５

講
座・講
演

星
空
観
望
会

日
時
　
４
月
15
日（
金
）〜
17
日（
日
）

19
時
〜
21
時

※ 

曇
天
や
雨
天
の
場
合
は
、中
止
し

ま
す
。

場
所
　
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

内
容
　
月
、土
星
と
環
、春
の
星
座

な
ど
を
観
察

16162011.4.1

募
集特

定
公
共
賃
貸
住
宅（
中
堅

所
得
者
向
け
の
住
宅
）の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格
　
●
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る

●
入
居
し
よ
う
と
す
る
全
員
の

総
所
得
の
月
割
額
が
、一
定
の

基
準
内
に
あ
る
●
市
町
村
税

（
国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
）を

滞
納
し
て
い
な
い
●
暴
力
団
員

で
な
い
●
入
居
決
定
時
に
、連

帯
保
証
人
が
２
人
い
る
な
ど

入
居
時
期
　
入
居
者
が
決
定

し
、住
宅
修
繕
後（
２
〜
３
か
月
）

※ 

市
営
住
宅
は
、随
時
受
け
付
け

し
て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
住
宅
政
策
課
市
営
住

宅
係
☎
０
８
３
４‐
22‐８
２
８
２

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
中
堅
所
得
者
向
け
の
住
宅
）の
入
居
者

■募集住宅
住宅名 住所 戸数 　　　家賃（月額）
ハートフル夜市 夜市608-2 2戸 52,700～66,700円
西桝住宅4棟 西桝町4 5戸 51,100～64,700円
大谷住宅（A・E棟） 鹿野上3314 2戸 ○ 28,200～35,700円

1戸 33,900～42,900円
※ ○印の住宅は、一定の要件がありますが、単身者でも申し込みができます。



参
加
料
　
教
材
や
コ
ピ
ー
代
相
当

持
参
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

申
込
み
　
４
月
６
日（
水
）〜
14
日

（
木
）に
、高
水
会
館
☎
０
８
３
３‐
92

‐
０
１
７
０

周
南
再
生
塾
一
般
公
開
講
座

日
時
　
４
月
23
日（
土
）18
時
〜
19

時
30
分

場
所
　
市
民
館

演
題
　
夢
を
追
う
こ
と
、自
分
を
活

か
す
こ
と

講
師
　
福
田 

靖
さ
ん（
脚
本
家
・
周

南
ふ
る
さ
と
大
志
）

定
員
　
２
０
０
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
み
　
４
月
５
日（
火
）か
ら
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、持
参
・
は

が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
、〒
７
４
５‐
０
０
０
４
毛
利
町
２‐

２
生
涯
学
習
課
内
周
南
再
生
塾
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
３
４‐
22
‐

８
６
２
１
・

０
８
３
４‐
22
‐
８
８

１
４
・

ed-shogai@
city.shu

nan.lg.jp

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
６
月
12
日（
日
）

試
験
場
所
　
受
験
票
で
指
定

試
験
の
種
類
　
甲
種
、乙
種
各
類
、

丙
種（
光
市
は
、甲
種
と
乙
種
各
類

の
み
）

準
備
講
習
会

日
時
と
場
所
・
定
員
　
▼
乙
種
第
４

類
▽
５
月
15
日（
日
）８
時
30
分
〜
、

周
南
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー

…
１
０
０
人
▽
27
日（
金
）９
時

〜
、光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
光
市
）…
80
人
▼
丙
種
…
22
日（
日
）

９
時
30
分
〜
、市
消
防
本
部
…
50
人

※
い
ず
れ
も
、受
け
付
け
順
で
す
。

受
講
料
　
別
途
区
分
に
よ
る（
申
し

込
み
時
に
、納
付
）

申
込
み
　
４
月
８
日（
金
）〜
19
日

（
火
）に
、▼
消
防
本
部
危
険
物
保
安

課
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
７
７
４
▼
光

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
☎
０
８
３

３‐
74
‐
５
６
０
２募

集

新
・
周
南
荘
の
施
設
名

救
護
施
設
周
南
荘
は
、生
活
保
護

受
給
者
で
、身
体
や
精
神
に
障
害
を

も
つ
人
が
、安
心
し
て
暮
ら
す
施
設

で
す
。

こ
の
た
び
老
朽
化
に
伴
い
、８
月

に
施
設
を
移
転
改
築
し
ま
す
。今
後

も
、市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

施
設
を
め
ざ
し
、救
護
施
設
の
新
名

称
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
　
４
月
30
日（
土
）消
印
有

効
で
、名
称（
ふ
り
が
な
）・
名
付
け
た

理
由
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
職

業
を
、持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
‐
８
６
５
５
岐

山
通
１
‐
１
周
南
地
区
福
祉
施
設
組

合
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
８
４
７
４
・

０
８
３
４
‐
22
‐
８
４
８
０
・

huk
u
siku

m
ia
i@
co
m
e
t.o
cn
.

ne.jp

県
健
康
福
祉
祭
美
術
展

対
象
　
60
歳
以
上（
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
が

創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

展
示
期
間
　
6
月
11
日（
土
）
〜
13

日（
月
）

場
所
　
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）

部
門
　
日
本
画・洋
画・彫
刻・工
芸・

書
・
写
真

申
込
み
　
４
月
６
日（
水
）〜
５
月
６

日（
金
）に
、申
込
書
を
、福
祉
政
策

課
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
４
６
１
・
各
総
合
支
所
福
祉

担
当

幼
児
交
通
安
全

ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
会
員

対
象
　
３
〜
５
歳
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

日
時
　
５
月
14
日
〜
平
成
24
年
3

月
の
毎
月
第
２
土
曜
日
14
時
〜
15
時

場
所
　
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
交
通
安
全
に
関
す
る
実
技

訓
練
や
ゲ
ー
ム
、映
画
、紙
芝
居

申
込
み
　
市
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
４‐
28
‐
３
３
１
３

徳
山
動
物
園
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
周
南
ふ
れ
ん
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ

対
象
　
平
成
８
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人（
18
歳
以
下
の
人
は
、

保
護
者
の
承
認
が
必
要
）

内
容
　
徳
山
動
物
園
の
動
物
の
ふ
れ

あ
い
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
や
工
作
、ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
催
し
の
実
施

定
員
　
20
人
程
度

申
込
み
　
4
月
30
日（
土
）ま
で
に
、

徳
山
動
物
園
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６

４
０

催
し

徳
山
動
物
園
の
催
し

工
作
教
室

日
時
　
４
月
９
日（
土
）10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
、中
止
し
ま
す
。

内
容
　
動
く
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
の

作
成

定
員
　
25
人（
当
日
、受
け
付
け
順
）
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募
集将

来
、市
内
の
指
定
医
療
機

関
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
医
学

生
に
、修
学
や
入
学
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
　
本
人
、ま
た
は
保
護
者

が
在
住
、も
し
く
は
市
内
の
高

校
を
卒
業
し
た
人
で
、国
内
の

大
学
医
学
部
の
学
生

内
容
　
▼
修
学
資
金
奨
学
金
…

月
額
20
万
円（
修
学
期
間
の
６

年
を
限
度
）▼
入
学
資
金
奨
学

金
…
入
学
金
と
し
て
納
め
る
額

（
限
度
額
１
２
０
万
円
）

※ 

指
定
医
療
機
関
に
勤
務
す
る

な
ど
、一
定
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
、奨
学
金
の
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人
以
内

申
込
み
　
４
月
30
日（
土
）ま
で

に
、申
請
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、

〒
７
４
５‐
０
０
０
５
児
玉
町
１

‐
１
地
域
医
療
政
策
課
医
療
政

策
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
０

８
２

医
師
確
保
奨
学
生



恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア
展

竹
内
信
善
さ
ん（
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ

ア
作
家
）の
作
品
を
展
示
し
、現
在

の
生
き
物
た
ち
の
進
化
の
過
程
を

た
ど
り
ま
す
。

日
時
　
４
月
11
日（
月
）〜
５
月
22
日

（
日
）９
時
〜
17
時

ト
ク
ヤ
マ
・
ズ
ー
・
ク
ラ
ス

日
時
と
内
容
　
４
月
16
日（
土
）▼
14

時
30
分
〜
、畑
作
り
と
種
ま
き
▼
15

時
30
分
〜
、マ
レ
ー
グ
マ
の
観
察

定
員
　
30
人（
受
け
付
け
順
）

い
ず
れ
も

参
加
料
　
無
料（
動
物
園
の
入
園
料

は
、必
要
）

問
合
せ
　
徳
山
動
物
園
☎
０
８
３
４

‐
22
‐
８
６
４
０

太
田
原
自
然
の
家
の
催
し

春
の
わ
ん
ぱ
く
村

対
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

日
時
　
５
月
３
日（
祝
）〜
５
日（
祝
）

２
泊
３
日

場
所
　
大
田
原
自
然
の
家

内
容
　
山
菜
採
り
、ピ
ザ
作
り
な
ど

定
員
　
60
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
７
０
０
０
円（
食
事
代
、保

険
料
、活
動
消
耗
品
な
ど
）

春
の
自
然
ま
る
か
じ
り

対
象
　
４
歳
〜
小
学
校
就
学
ま
で

の
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時
　
５
月
８
日（
日
）10
時
〜
15
時

内
容
　
山
菜
採
り
、ピ
ザ
作
り
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

定
員
　
10
家
族（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
７
０
０
円（
幼
児
６
０
０

円
・
３
歳
未
満
20
円
）

い
ず
れ
も

申
込
み
　
４
月
18
日（
月
）ま
で
に
、

大
田
原
自
然
の
家
☎
０
８
３
４‐
89
‐

０
４
６
１

虎
ヶ
岳
登
山
大
会

日
時
　
４
月
16
日（
土
）９
時
〜
14
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

場
所
　
大
河
内
公
民
館

集
合

持
参
物
　
飲
料
水
、弁
当
、お
や
つ
、

つ
え
、軍
手

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
４
月
11
日（
月
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、大
河
内
公

民
館
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
１
７
５
・

０
８
３
３‐
92
‐
０
１
７
６
・

km
-ooka-ko@

city.shunan.
lg.jpし

ゅ
う
な
ん
ア
ー
ト
･
ナ
ウ

２
０
１
１

期
間
　
４
月
２
日（
土
）〜
10
日（
日
）

９
時
30
分
〜
17
時

※
４
日（
月
）は
、休
館
し
ま
す
。

場
所
　
美
術
博
物
館

部
門
　
平
面
、立
体
、書
、写
真

観
覧
料
　
無
料

問
合
せ
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
２
２
・

美
術
博
物
館
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
８

８
０

こ
あ
の
桜
ま
つ
り

日
時
　
４
月
３
日（
日
）9
時
〜
14
時

場
所
　
ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あ

内
容
　
春
の
旬
野
菜
・
花
な
ど
の
販

売
、卵
の
つ
か
み
ど
り
、ポ
ン
菓
子
実

演
販
売
、海
鮮
焼
き
な
ど

問
合
せ
　
ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あ

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
１
６

徳
山
駅
前
骨
董
市

日
時
　
４
月
10
日（
日
）10
時
30
分

〜
17
時

場
所
　
み
な
み
銀
座
商
店
街

内
容
　
骨
董
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

問
合
せ
　
商
工
政
策
課
商
工
政
策

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
１

長
野
山
山
開
き

日
時
　
４
月
29
日（
祝
）10
時
〜
14
時

場
所
　
長
野
山
緑
地
公
園

内
容
　
安
全
祈
願
祭
、豚
汁
配
布
、

椎
茸
駒
打
ち
、各
種
団
体
バ
ザ
ー

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
産
業
土

木
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
５
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徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域　市ホームページ http://www.city.shunan.lg.jp/

■市民グラウンドゴルフ大会
●対象／協会員や市内に在住、または
通勤・通学する人（中学生以上）●日時／
4月24日（日）8時40分～（受付）※雨天
の場合は、中止します。●場所／高瀬サ
ン・スポーツランド ●参加料／100円
（新南陽会員）、300円（他の会員）、600円
（一般）●申込み／4月9日（土）までに、体
育協会新南陽支部☎0834-64-2678

■まんどころ来てみん祭パート10の
出店者募集
●日時／5月3日（祝）9時～16時●場
所／ゆめ風車通り 周辺●参加料／1
区画（2平方メートル程度）1,000円●
申込み／4月15日（金）までに、まんどこ
ろ来てみん祭実行委員会事務局徳本
さん☎0834-62-3405

■フォークダンス初心者教室
●日時／４月４日～25日の毎週月曜日
10時～11時30分●場所／新南陽公
民館●参加料／無料●持参物／運動
しやすい服そう・靴●問合せ／フォー
クダンスほのぼの河野さん☎0834-
64-9551

■お茶してみませんか
●対象／小・中学生●日時／毎月第1・
3土曜日9時30分 ～11時30分 ● 場
所／岐山公民館 ●内容／お茶の点
前や客の作法●定員／30人（受け付
け順）●参加料／1回当たり500円、保
険料年額600円●問合せ／茶道こど
も教室戸倉さん☎0834-62-2929

■徳山ジュニアソフトテニスクラブ生徒
●対象／市内に在住する小学生●日
時／毎週土曜日の午後●場所／キリ
ンビバレッジ周南庭球場 ●会費（月
額）／1,500円●問合せ／徳山ジュニ
アソフトテニスクラブ橋口さん☎090-
9060-5995

皆さんの活動耳より情報

伝言板
市民の皆さんの団体などが行う、行事や催しなどのお知らせを募集します。



市以外からのお知らせ

掲示板 　高校１年生の娘に、子宮頸
がん予防ワクチンを接種させ

ようと思いますが、ワクチン不足で接
種できる医療機関がありません。どう
すれば良いでしょうか？

　現在、子宮頸がん予防ワク
チンは、全国的に供給不足に
なっており、この状況を受け

て、国から「当分の間、初回接種者への
接種を差し控え、既に接種を開始して
いる方への２回目・３回目の接種を優
先するように」という通知が出されま
した。

　安定供給
までには、も
うしばらく
期間が必要
と思われますので、ご理解いただきま
すようお願いします。
　なお、無料の助成対象者は、中学１
年生から高校１年生※（13～16歳相
当）までの女子となります。
※ 当分の間は、特例措置として平成22
年度の高校１年生に配慮し、高校２年
生も対象になります。
問 合せ　健康増進課企画調整担当☎
0834-22-８５５２

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】152,694人（前月比 －40人）

［男］73,694人（前月比 －24人）
［女］79,000人（前月比 －16人）
●出生105人 ●死亡175人
●転入322人 ●転出292人

【世帯】67,646世帯（前月比 ＋16世帯）

■土地建物表示登記の無料相談会
●日時／▼4月1日（金）▽10時～
15時●場所／山口地方法務局周南
支局 ●内容／▼土地…分筆・合
筆・地目変更・土地の面積などの更
正・土地の境界▼建物…新築・増築・
取りこわし・分割・区分●問合せ／
県土地家屋調査士会☎083-922-
5975

■ねんきん・労働無料相談会
　年金記録問題や労働問題で不安
に思っている人、年金・労働雇用の
ことがよく分からない人などの相談
に応じます。●日時と内容／4月16日
（土）10時～16時、個別相談会●場
所／徳山社会福祉センター●持参
物／年金手帳、年金証書、印鑑、職
歴のメモなど●問合せ／県社会保
険労務士会徳山支部☎0834-83-
3883

■はつらつ女性のための講習会
　リサイクル・リユースなど、環境に
役に立つ講習会です。●対象／概ね
60歳以上の女性●日時／第2、第3
金曜日10時～16時●場所／シルバ
ー人材センター ●定員／10人（申
し込み多数の場合は、抽選）●参加
料／300円●申込み／シルバー人
材センター☎0834-25-6262

■労働基準監督官採用試験
●対象／▼昭和57年4月2日～平
成2年4月1日生まれの人▼平成2年
4月2日以降生まれで、大学を卒業ま
たは平成24年３月までに卒業見込
みの人、もしくは人事院が同等の資
格があると認める人●試験日／6月
12日（日）●試験場所／広島市・福
岡市など●申込期限／4月14日
（木）●問合せ／山口労働局総務課
☎083-995-0360

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

４
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
、市
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
愛
称
は
？

①
ペ
ガ
サ
ス

②
ユ
ニ
コ
ー
ン

③
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

応
募
方
法
　
４
月
８
日（
金
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
５‐
８
６
５
５

岐
山
通
１‐
１
広
報
情
報
課
広
報

担
当

前
回
の
答
え
　
②
６
月
１
日

当
選
者
　
兼
重
拓
実
さ
ん
、宗 

亜

紀
奈
さ
ん
、冨
岡

義
幸
さ
ん
、宮
澤

君
恵
さ
ん
、山
田

澄
恵
さ
ん

（
応
募
総
数
78
通
）

6件（平成23年の累計 9件）

死者数2人（平成23年の累計2人）
負傷者数67人（平成23年の累計156人）

設置期限は5月31日　住宅用火
災警報器の設置をお願いします

（4月放送分）
■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日8時30分・18時30分・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（アナログ7チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（2月28日現在）

周南市数字で見る

火災件数（2月の発生件数）

交通事故件数（2月の発生件数） 
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広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600に問い合わせてください。

広　告

（平成22年2月23日）

2011.4.1 20


	表紙
	東北地方太平洋沖地震で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます
	皆様からの義援金を受け付けます
	平成23年度施政方針
	市の組織機構を改編します
	Smileすまいる/えーね！周南ぷち/郷土のピカイチ
	ふぉとde周南
	平成23年度ひとづくりプロジェクト
	“いのち育む里”創発事業募集
	市リサイクルプラザが本格稼働
	情報ひろば
	伝言板
	掲示板／おたより／プレゼント
	広告



